
昭
和
49
年
６
月
１
日
付
の
「
公

報
し
な
が
わ
」
の
１
面
ト
ッ
プ
記

事
に
『
区
民
の
生
命
・
財
産
守
る

た
め

羽
田
空
港
の
拡
張
に
は
反

対
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
記
事
を

書
き
、
区
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

ま
す
。
（
左
下
に
掲
載
）

そ
の
内
容
は
、
羽
田
に
隣
接
す

る
品
川
区
民
は
航
空
機
の

騒
音
に
苦
し
め
ら
れ
、
か

つ
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
―
―
と
明
確
の
述
べ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
運
輸
省(

当
時
）

が
羽
田
沖
埋
め
立
て
を
認

可
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

区
は
区
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
、
①
航
空
機

に
よ
る
騒
音
や
災
害
、
大

気
汚
染
を
排
除
す
る
こ
と
、

特
に
航
空
機
災
害
の
回
避

の
た
め
、
住
宅
工
場
等
に

か
か
ら
な
い
離
着
陸
コ
ー

ス
を
設
定
し
、
航
行
さ
せ

る
こ
と
、
②
羽
田
空
港
の

拡
張
に
つ
な
が
る
よ
う
な
埋
め
立

て
計
画
に
は
絶
対
反
対
で
あ
る
、

③
午
後
10
時
以
降
、
翌
朝
７
時
ま

で
の
発
着
禁
止
を
含
め
、
飛
行
回

数
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
な
ど
、
明

確
に
意
見
を
主
張
し
て
い
ま
す
。

当
時
の
区
長
は
し
っ
か
り
と
発

言
し
て
い
る
の
に
、
何
故
、
今
は

言
わ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
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市街地上空ではなく海上飛行で検討を

昭和３０年代の品川区広報をみると、当時の運輸省が、羽田国際空港を沖合拡張する計

画に反対していることがわかりました。その理由は、区民の生命の安全と財産を守り、災

害、騒音、大気汚染を排除するためとしています。今とはあまりにも違う態度です。

区
が
提
出
し
た
要
請
書
と
は



４
月
22
日
、
日
本
共
産
党
東
京

都
委
員
会
主
催
で
、
羽
田
調
査
を

実
施
。
南
も
参
加
し
ま
し
た
。

左
は
、
視
察
後
、
大
井
ふ
頭
海

浜
公
園
内
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
交
流
し
た
時
の
写
真
で
す
。
南

が
品
川
の
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

下
の
図
は
、
午
前
に
受
け
た
国

土
交

通
省

と
羽

田
空

港
株

式
会

社
の

説
明

用
パ

ン
フ

に
出

て
い

る
図
で
す
。

羽

田
と

成
田
か
ら

離
発
着
す
る
航
路
は
、
百
里
空

域
と
横
田
空
域
の
間
の
狭
い
空

間
を
通
過
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、

専
門
家
に
よ
る
と
ニ
ア
ミ
ス
や

衝
突
な
ど
の
を
危
険
が
あ
る
と

指
摘
さ
れ
て
し
ま
す
。
本
当
に

そ
う
思
い
ま
す
ね
。

様
々

な
資
料
を
提
供
し
て
引
き
続
き

み
な
さ
ん
と
『
住
宅
地
上
空
は

通
る
な
』
の
声
を
広
げ
る
た
め

に
頑
張
り
ま
す
。
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羽田低空飛行反対
アピールウォーク

５月２９日(日)
午前１０時

パンダ公園集合
主催 羽田増便中止を求める

八潮住民の会


